
ﾛ

〔寄生虫学雑誌第25巻第１号36-45頁，1976〕

ＥＣﾉﾉﾉ"0s/Ｏ脚α〃0γ花"seAsada’１９２６の研究，

特に人'体感染について

有薗直樹上本ｌ震_近藤力王至＊

松野喜六絆吉田幸雄

京都府立医科大学医動物学教室

前田東作吉田弘武藤京子

大阪府枚方市新香里病院

井上善英高橋｜圭一

神戸大学医学部第三内科学教室

(昭和50年１２月２４１１受領）

疎口吸虫科(Echinostomatidae）に属する吸虫類は全

世界に分布し，鳥類から１０亜科43属350種，哺乳類から

３亜科11属66種，爬虫類から３亜科６属16種，魚類から

１亜科２属２種が現在までに記載されている（Yama‐

guti,1971)．我が国では14隅62種３亜種の存在が知られ

ているが(山下，1961)，そのうち人体寄生の証明された

のはjEchi"oJ/o"』αα"c/o(･ﾉi/s,ＥＣﾉｶｺﾞﾉzosroﾉ"αノル【cﾉｰ07--

(．/iZs,ＥＣ/j/"ochas"J“ＰＣ,:/bJ/α/"s，ＥＣﾊﾉ"oc肱1s'""ｓノ`朕

PC"Zcz`ｓの４種である．

我々は昭和48年から49年にかけて，大阪および神戸に

おいて，練口吸虫のものと思われる虫卵を排出している

患者４例を経験し，そのうち３例について駆虫を行なっ

たが残念ながら成虫を得ることができなかった．そこで

これら人に感染していた吸虫の種を追及するため，上記

３例の感染源と考えられたドジョウを検査し，これから

得た純ロ吸虫メタセルカリア（以下ｍｃと略）を犬お

よび人に経口投与して成虫ならびに虫卵を得，種の同定

を行なった．本論文では４例の自然感染例の臨床経過，

ドジョウにおけるｍｃの寄生状況，犬および人への感

染実験の成績，成虫ならびに虫卵の形態などについて記

述する．

材料ならびに方法

ここに報告する４例の患者の内，３例は大阪でドジョ

ウを生食しており，その内２例は大阪京橋の同じ料理店

でドジョウを生食し，これが感染の機会と考えられた．

そこで我々はこの料理店から前後３回にわたりドジョウ

を購入して検査したところ，毎回鯛付近の軟部組織に疎

口吸虫のｍｃがかなり寄生していたので，これを犬およ

び人に経口投与した．犬については昭和49年12月６日，

昭和50年１月291二1および同年４月17日の３回ｍｃを投

与し，夫々14日，2611および33日目に犬を剖検してその

小腸から成虫を採集した．回収した虫体はシャウディン

液で固定したのちデラフイールド・ヘマトキシリンで染

色し形態観察に供した．また一部虫体はホルマリン固定

後頭部を切断し，頭冠歯疎の観察を行なった．さらに－

部の虫体については走査電子顕微鏡（SEM）で観察す

るため生きた虫体を生理的食塩水でよく洗糠し，2.5％

グルタールアルデヒドで２時間，１％オスミウム酸で３０

分固定し，上昇アセトン系列で脱水後風乾し，カーボン

と金の蒸着を施し，ＪＳＭ－Ｓｌ型ＳＥＭで観察した．

人に対する感染実験では，昭和50年４月16日，ドジョ

ウからとり出したｍｃ各10個宛をゲラチンカプセルに

入れ,著者の内の２人（ＮＡおよびＫＵ.，いずれも糞

便中に寄生虫卯を有せず，血液像も正常の健康男子）が

嚥下した．その後，虫卯初排泄の時期を知るためＡＭＳ

Ⅲ法により毎日糞便検査を行ない，虫卵陽転後は，この

寄生虫の人体内における寄生期間を知るため，虫卵が陰

性になるまで週１回糞便検査をつづけた．また本虫の病

害性を知るため，被験者は、ｃ投与後，自覚症状を記

録する他,血球数，血液像，血清蛋白分画，ＧＯＴ,ＧＰＴ

その他の臨床検査を週１回（時に２週に１回）の頻度で
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行なった．寄生虫学的検索．上記検査所見から寄生虫症が疑われ

たが確診を得ず，京都府立医科大学医動物学教室に依頼
成績

があった.昭和48年10月２日．糞便が送付されＡＭＳｍ

Ｌ自然感染症例 法および稀塩酸エーテル法で検査したところ，第５図に

第１例長○川○郎，４２歳，男，商業，兵庫県城崎郡示す如き虫卵が検出され，その後10月５日，６日，９
日高町国分寺．

日，１６日，１８日，２０日，２４日，２６日，１１月１日の検査に

昭和48年８月13日から38～39°Ｃの発熱（夕方に熱発おいて毎回，同虫卵を検出した．この虫卵は第１表に示

し，朝は平熱）があり，同月20日頃より左季肋部の自発した如く，その大きさは長径122～135浬（平均127.81)，
痛および圧痛が起った．同月25日頃から解熱したが全身短径74～99〆(79.9’）の楕円形で，卵殻は非薄，淡黄色
倦怠,腹部膨満感,悪心を訴えるようになり,９月1日に着色し,幅2平,高さ4.8βのﾉ]､蓋を有し,尾端の卵殻
より再び発熱があり，９月15日不明熱で神戸大学医学部Ｉまやや肥厚していた．

付属病院に入院した．患者は胃に良いということで過去４～５回にわたり，

入院時所見．入院時における異常所見をあげると肝臓アマガエルを生で食べており，発病の約２カ月前にも１

２横指触知(境界明瞭,表面滑),左季肋部および勝左下方匹食べている．牛や豚の生肉もたべたことがあるとい

の圧痛，ワッセルマン反応陽性，白血球数9,700/mｍ３う．虫卵の形態は肝蛭卵とはやや異なるが第１表に示す

(その後最高１３，０００まで上昇),好酸球19％(その後32％～如く，Z7tzsciioルハ”α"Ｃａ（オーストラリア産，教室保

46％と著明に増加),血清蛋白分画はＴ・P､７．０９/dl,A1b．存）と計測値においてほぼ一致するので，念のため日本

50.1％，α13.7％，α２８．０％，β11.4％，726.3％，産肝蛭抗原と患者血清の間のOuchterlonytestを行な

Ａ/Ｇ1.0とAlb、の低下と７Ｇの上昇があり，ＩｇＧはつた．Controlとして真の肝蛭症患者（症例ＣＹ.，吉

2,205ｍｇ/ｄｌであった．その他の検査成績はすべて正常田他，1974）および正常人血清を用いた．その結果，症

範囲であった．例ＣＹ．との間には著明な沈降線を認めたが，本例なら

TablelMeasurementsinmicronsofEcﾊｶzosZo"zαノho7-rc"sceggscomparingwithother

specieｓｏfechinostomesandF1fzscioZaspp．
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に，膨隆９×９ｍｍになるように抗原液を注入したとこ

ろ，１５分後に12×10ｍｍ（発赤は30×25ｍｍ）と陰性域

であった．また第１例同様，患者血清と日本産肝蛭抗原

との間にOuchterlonytestを行なったがこれも陰性で

あった．以上の如き経過から赫口吸虫の寄生と考えられ

たので５月15日，四塩化エチレン5.49,2時間後硫苦３０

９投与により駆虫を行い以後の排出全便を濾便して採虫

を試みたが残念乍ら成虫を見出すことができなかった．

駆虫後，虫卵は陰性となったので虫体の排出はあったも

のと思われる．また駆虫約１カ月後ＩｇＥの測定を行っ

たところ，1,840u/ｍｌと高値を示した．

第３例西○吉○，４３歳，会社員，大阪府枚方市呑里

丘．

昭和49年７月６日に突然上腹部病が起こり，３日間持

続したので同月９日新香里病院に入院した．

入院時所見ならびに寄生虫学的検索．Ｘ線検査の結果

十二指腸球部に陰影欠損があり，胃にも疵痕状の潰瘍像

がみられた．肝機能はじめ，その他の臨床検査の成績は

ほぼ正常域であったが，好酸球は15％と高値を示し，そ

の後30％にまで上昇した．本例は入院後ただちに虫卵が

検出された．その形態は第７図に示したが，第１，第２

例のものと同じ特徴を有し，大きさは第１表に示す如く

長径120～143’（平均132.3β)，短径71～80〆（763’）で

あった．糞便検査は連続して24回行ない13回に虫卵陽性

であった．虫卯数は少なく糞便０．５９をＡＭＳⅢ法で遠

沈した全沈法中ｏ～数個であった．本例も生肉を好んで

食し，牛の刺身，牛の消化管，肝臓，顔の筋肉(ツラミ）

などを月に２回は食べるという．また本年４月20日頃に

大阪京橋の某料理店でドジョウを２匹生きたまま飲んだ

という．

９月２日に肝蛭抗原による皮内反応を行なった．抗原

液ＯＯ１３ｍｌ注入による膨隆3.5×４ｍｍは15分後に５×

５ｍｍとなり，ＯＯ２５ｍｌの場合は4.5×5.5ｍｍが６×

7.5ｍｍとなり発赤は20×25ｍｍを示し，生理的食塩水

による対照はむしろ直径を減じた．この反応は陰性と判

Wfされた．一方肝蛭抗原と患者血清との間のOuchter-

1onytestも陰性であった．

本例も鰊口吸虫寄生と考えられたので，昭和49年10月

１日夜緩下剤を与え腸管存空虚にした後，１０月２日早朝

空腹時に四塩化エチレン4.59分２投与を行ない，２時

間後硫苦309を与え全便の濾便を行って検査したが成虫

を検出することができなかった．もっとも駆虫の前日の

糞便検査で虫卵を認めなかったので或は自然排虫してい

ぴに正常人血清との間には全く認めなかった．また，本

例血清と肺吸虫，無釣条虫，人蛆虫抗原との間のＯｕ‐

chterlonytestを行なったが，すべて陰性であった．一

方動物用肝蛭皮内反応抗原（北里研究所製）による皮内

反応を２度行なった．１０月20日の検査では膨隆の直径が

４×４ｍｍになるように抗原を注入したところ，１５分後

には膨隆５×６ｍｍ，発赤15×15ｍｍとなった．また１１

月27日には膨隆７×６ｍｍがｌ２ｘ９ｍｍ，９×８ｍｍが

15×13ｍｍとなり，総合的に弱陽`性と判断された．１０

月25日にＩｇＥの測定を行なったところ345u/ｍｌであっ

た．

以上の寄生虫学的検査の結果，本虫卵は鰊ロ吸虫のい

ずれかの種のものと推定されたが,患者は駆虫に応ぜず，

成虫を得ることはできなかった．

第２例安○修,32歳，男，大工，大阪府交野市松塚．

生来頑健であったが昭和49年２月中旬頃から食欲不

振，冑部不快感，全身倦怠，消化不良性下痢，盗汗など

を訴え，肝機能検査の結果異常を認め，昭和49年３月１４

日，新香里病院に入院した．

入院時所見．異常所見のみをあげると，顔面，前胸

部，背面に尋常性座瘡様の発疹あり，肝機能検査でクン

ケル反応15.5ｕ，チモール反応8.8u,，コバルト反応Ｒ５，

ＧＯＴ１０４ｕ.，GPT113u.，ＬＤＨ３５０ｕ.，等慢性肝炎の

パターンを示していた．患者は大酒飲みである．また

Ａｕ抗原も陽性を示した．血液像に関する検査は入院後

４カ月間に６回行なったが，いずれも正常値で，好酸球

も２～４％であった．血清蛋白分画も正常域であった．

寄生虫学的検索．本患者は慢性肝炎の診断の下に肝被

護治療を受けていたところ，４月５日，大型吸虫卵が検

出され，京都府立医科大学医動物学教室に診断依頼があ

った．本虫卵は４月５日以後５月９日まで21回の糞便検

査で常に陽性，また十二指腸ゾンデによっても検出され

た．糞便内虫卵数は比較的少なく，便０．５９をＡＭＳⅢ

法で遠沈した全沈湾中の虫卵数は３～23個(平均10.3個）

であった．虫卵の形態は第６図に示す如く，第１例のも

のと同じであり，卵殼尾端に結節状の肥厚（abopercular

prominence）がみられた．大きさは第１表に示す如く

長径112～140且（平均126.5β)，短径71～90’（78.2β)，

小蓋幅約22’であった．

患者は元来肉類の生食を好み，週に１度は牛の筋肉，

消化管,肝臓などを生で食べ,また大阪府交野市倉治でと

れたドジョウを生で常食していたという．念の為，肝蛭

に関する検査を行なった．すなわち皮内反応は５月11日

(３８）
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FigurelAdultwormofEcA/"Cs/o"zαノioﾉｰrcﾉzscobtainedfromanexper1mentallyinfecteddo９．Ｆi‐

gures2-3CollarsplnesofadultE,ハo7-rP"Sｃ（２１ightmicrograph；３scanningelectronmicrograph)．

Figure4MetacercariaofEAo7-rc"seobtaindfromaloach・Figures5-8Eggsappearedin

stoolsｏｆＰａｔｉｅｎｔＮｏｌ－４，Figures9-lOEggsobtainedbyexperimentalinfections（９ｄｏｇ；

１０man)．ScaleonFigure5appliesalsotoFigures6-10．

（３９）
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を含むドジョウの頭32個を犬に経口投与した（第１回犬

感染実験)．

第２回目のドジョウの検査は昭和50年１月29日に同じ

料理店から購入して行なった．今回は寄生率を算出しな

かったが26個の純口吸虫ｍｃを他の犬に経口投与した

(第２向感染実験)．

第３回目は昭和50年４月14日にやはり同じ料理店から

52匹のドジョウを購入し，検査したところ９匹に同ｍｃ

の寄生を認めた．寄生率は17.3％と12月の検査より低率

であったが，ドジョウ１匹当りのｍｃ寄生数は１，２，

３，３，４，５，１１，１４，２２個（平均7.2個）と比較的

多かった．この時得たｍｃは40個を１頭の犬に，１０個

ずつを２人の人に経ロ投与した（第３回犬感染実験およ

び人感染実験)．

（２）犬に対する感染実験

第１回犬感染実験は上述の如くドジョウの頭部32個を

１頭の仔犬に経口投与し，以後ＡＭＳⅢ法で検便をつ

づけた所，投与後14日目の検査で０．５９の糞便中から５２

個の虫卵を検出した．その虫卵20個の計測値は第１表に

示す如く長径116～140＃（平均127.3β)，短径72～82β

(76.6β）であった．その形態は第９図に示す如くで，こ

れらは４例の人体から見出された虫卵と異なるところが

なかった．この犬は、ｃ試食後15日目に屠殺剖検した

ところ，小腸をほぼ８等分した第１部位に158隻，第２

部位に２隻，第３部位０，第４部位１隻，以下なし，と

十二指腸を含むﾉI､腸最上部に集中して寄生していた．

胃，肝，胆嚢などには存在しなかった．成虫の形態につ

いては後述する．

第２回犬感染実験は26個のｍｃを１頭の仔犬に経口

投与し，検便をつづけた所，１２日後に虫卵がはじめて陽

性となった．２１日目の虫卯の計測値は第１表に示す如く

で，長径112～135β（平均123.7匹)，短径70～86〃（74.8

,（４），小蓋の幅平均23.6/`,深さ4.3〃であった．この犬は

、ｃ投与後26日目に屠殺剖検したところ，８等分した小

腸の第２部位に４隻，第３部位に３隻の成虫が見出さ

れ，他の部位からは見出されなかった．仔犬に対する感

染率は26.9％であった．

第３回犬感染実験では40個のｍｃを投与し，検便を

続けた所，１４日目に初めて糞便中に虫卵を見出した．こ

の時は０．５９の糞便中ＡＭＳⅢ法で２個であったが，翌

日は４個，５Ｒ後は24個，７日後29個，１３日後30個と増

加した．本犬は、ｃ投与後33日目に死亡したので直ち

に吾１１検したところ，小腸第１部位に５隻見出されたのみ

たのかも知れない．

第４例前○初○，２２歳，男，検査技師，大阪府枚方

市香里ケ丘．

本例は第２例および第３例の検査に従事していた新香

里病院臨床検査技師である．昭和49年８月末に自分の血

液をしらべたところ，好酸球が30％と増加しており，９

月29日の検査でも18％を示した．９月中旬，自ら糞便検

査を行った所，第２・第３例と同様の虫卯を認め，その

後数回検査するに毎回腸'性であった．虫卵数は少数で，

０．５９の便をＡＭＳⅢ法で処理し，全沈清中に５～６個

であった．１０月２日，京都府立医科大学医動物学教室で

検査の結果，前例と同様鰊口吸虫卵と判断された．その

形態は第８図に示した.計測値は第１表の如く長径112～

140’（平均121.4脾)，短径65～77β（73.6β）であった．

本例は殆んど自覚症状なく，そう言えば８月中旬に心窩

部病があったのを思い出す程度であった．肝機能，血清

蛋白分画など検査したが正常であった．本例は７月下旬

に，第３例が訪れたと同じ大阪京橋の料理店でドジョウ

を２匹生きたまま飲んでおり，これが感染の機会と思わ

れた．その後10月下旬には好酸球も15％から５％と低下

し，虫卵も減少してきたが，１１月７日駆虫を行なった．

前夜緩下剤を与え，当日朝四塩化エチレン4.59,硫苦３０

ｇによる駆虫を行い，全便をしらべたが，これも成虫を

採取することができなかった．

１１．犬および人に対する感染実験

前述の如く昭和48年10月から約１年の間につづけて４

例，練口吸虫感染と思われる症例に遭遇したが，残念な

がら成虫を得ることができなかった．そこで第３例と第

４例が感染したと思われる料理店からドジョウを３回に

わたり購入し，以下の感染実験を行なった．

（１）ドジョウにおける疎ロ吸虫ｍｃの寄生状況

上記料理店に入荷しているドジョウは大阪市中央市場

で購入したもので産地は一定せず不明であるが，水田を

利用して養殖したものとの事である．

昭和49年12月６日に購入したドジョウ42匹の内10匹を

剖検した所，５匹のエラおよびその付近の軟部組織に１

匹当り１～４個のｍｃの寄生を認めた．その…は第

４図に示す如く,長径160~168β,短径148~l6quの球

形ないしは楕円形の嚢につつまれるロ吸盤は長径51～

60〆，短径36～50’であり，口吸盤をとりまいて頭刺が

存在する．腹吸盤は長径53～60浬，短径44～54浬であっ

た．また特徴的な大きな管状の排泄嚢を有し，その中に

屈光性に富む大小の穎粒を満たしていた．この様なｍｃ

（４０）
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であった．感染率は12.5％であった．

（３）人に対する感染実験

昭和50年４月17日に，ドジョウのエラ付近軟部組織か

ら分離した赫口吸虫ｍｃを，第３回犬感染実験と同時

に著者のうちの２名（ＮＡ，ＫＵ）が10個宛を燕下し

た．

Ａ、排卵経過

ｍｃ燕下後頻回，特に10日を過ぎる頃から毎日ＡＭＳ

Ⅲ法により糞便検査を続けたところ16日目にＮ､Ａ､，Ｋ、

Ｕ・共，実験感染仔犬に見られたと同じ虫卵が初めて陽

』性となった．その後,排卵経過は第11図に示す如く，ｍｃ

試食後３週でピークに達し，その後定常状態となった

が，ＮＡでは早くも第５週以後，排卵数が減少し，第

８週で虫卵陰性となった．一方Ｋ､Ｕ・では第７週で虫

卵の減少を見，第10週で完全に陰性となった．このよう

に両例共，本吸虫の人体内における寄生期間を知るため

駆虫を行なわなかったが，同時に感染させた仔犬を33日

目に剖検し，成虫を得て同定した．以上の結果より，本

吸虫は仔犬においては、ｃ試食後12～14日目からその

糞便中に虫卵を認めるようになるが，人体内ではやや遅

れ16日目からであった．浅田（1939）はEho7Ze"Ｓｃの

ｍｃを白鼠および犬に与えると前者では13～14日目，後

者では14～15日目から虫卵が陽性になると報告した．ま

た仔犬体内での寄生期間は目下のところ実験成績がない

が，人体内では比較的短く，８～10週であった．この人

体実験感染２例の糞便中に現われた虫卵の計測値は第１

表に示した如く，３回にわたり犬に実験的に感染させて

得たもの，また４例の自然感染症例のものと同じであっ

た．またその形態も異なるところがなかった(第10図)．

一方排卵数は，卵数が少ないためStoll法では検出困難

であったので糞便0.59のＡＭＳⅢ法による全沈法中虫

卵数で表現すると，ＮＡ・では最高５個，ＫＵ・では１４

個，同時感染の仔犬では30個であった．仔犬からは５隻

の成虫が回収されたことから，人体内で成虫に達したの

は１～３隻とごく少数であったものと推定される．

Ｂ、臨床所見

主な臨床所見の成績ならびに経過については第11図に

示した．まずＫＵ、においては、ｃ試食後２～３日目

から軟便となり，ほぼ５週間持続したが，その後排卵数

の減少に伴い正常に復した．一方ＮＡでは特に便の

性状に変化はなかった．

自覚症状は，両例共、ｃ試食後３週間は殆ど何も認

められなかったが，排卵数がピークに達した３週目に，

Ｎ､Ａではほぼ４日間，夜間に心窩部からその下方にか

けて鈍痛を覚えた．ＫＵも同じく３週目前後に数日間

腹痛を訴え，その後一時消失したが，３１日目から再び昼

夜断続的に痂痛様の腹痛を訴え，ほぼ１週間続いたのち

消失した．両例ともその他の自覚症状はなかった．

血液検査において，赤血球数，血色素量，ヘマトクリ

ット値はいずれも全経過を通じて大きな変動をみず，貧

血像はみられなかった．白血球数はＮ､Ａでは終始変

化がみられなかったが，Ｋ､Ｕ、では第６週に10,100と

若干の増加をみた．この増加は以下にのべる好酸球の増

多によるものと思われる．血液像は第11図に示した如

（４１）
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<，好酸球と単球に変動がみられた．Ｎ､Ａ､，ＫＵ．とも

感染第１週日に単球がそれぞれ11％,８％と軽度上昇し，

第５週にもそれぞれ６％,９％と軽度の上昇がみられた．

一方好酸球は，第３週から上昇がみられ，排卵数の減少

した第６週にＮ,Ａ､，ＫＵ、でそれぞれ13％，１９％の最

高値となり，その後は徐々に減少し，１０週以降正常に復

した．なお好中球，リンパ球は好酸球の増多時に相対的

な減少がみられたにとどまった．

肝機能検査として実施したＧＯＴは，正常範囲内で

はあったが単球の変動と平行した動きがみられ，Ｎ､Ａ、

では第１週に46u・第５週にも46ｕと若干の上昇をみた．

ＫＵ．では第１週の上昇はみられなかったが第５週に４０

ｕと若干の上昇がみられた．ＧＰＴもＧＯＴと平行した

増減が観察されたが，変動の幅はＧＯＴよりもさらに

少なかった．なお第６週に実施したチモール混濁試験，

硫酸亜鉛試験，血清アルカリフォスファターゼ，ＬＤＨ，

黄疸指数，血清ピリルピン量は両被験者とも正常値の範

囲内であった．

血清総蛋白量は両名とも正常で，Ａ/Ｇ比はＮ､Ａ、に

おいて第１週目に0.91と低下を来たし，β，γグロブリ

ンの軽度上昇をみたが，第２週日には正常に復した．

ＩＩＬ本種の形態と同定

ドジョウから得たｍｃを実験的に人および犬に感染

させて得た練口吸虫の種は，犬を剖検して成虫を得，こ

れを検索することによって決定した．

前後３回に亘って犬から得た成虫の内，４０個体を圧平

染色標本とし，形態を観察した．またそのうち７個体に

ついては虫体各部の計測を行なった．虫体はいわゆるへ

ら型（第１図）で，体長6.2～9.8（平均8.4）ｍｍ,体幅

Ｌｌ～Ｌ５（1.3）ｍｍで，同科吸虫に特徴的な頭冠歯練

(第２，３図）は総数26～28本であり，左右の偶葉に各

々４本が存在した．２３隻の観察では頭冠歯練の総数が２６

本のもの１隻，２７本のもの19隻，２８本のもの３隻であっ

た．歯練の中にはまれにごく小さな歯鰊の混在するのが

みられた．頭冠歯赫は背部中央で中断することなく，ま

た背部中央の５～６本においてのみわずかに２列の配列

を示した(第２図）体前端に位置する口吸盤は横径173～

236（200）/u,縦径173～251（192）／１，咽頭は長さ188～

220（202）似，幅141～188（164）/‘であった．腹吸盤は

口吸盤に比して著しく大きく，横径534～675（612）似，

縦径471～659（552）似であり，頭端から腹吸盤の中心

までの距離の体長に対する割合は，13.0～17.1（14.9）

％であった．陰茎嚢は腸管分岐部直下に開口し，腹吸盤

の背側にのび，長さ408～911(569)似，幅204～251(222)が

であった．睾丸は体のほぼ中央に縦に１列に並び，楕円

形を呈することが多いが，時に若干の切れ込みないしは

分葉を示した．前睾丸は縦径691～1020（815）似,横径

550～785（675）似,後睾丸は縦径738～1209（956）似，

横径471～769（593）似で，頭端から各睾丸の中心まで

の距離の体長に対する比は，それぞれ34.8～42.2(38.9）

％，44.8～52.8（49.4）％であった．卵巣は前睾丸の直

前に位置し，ほぼ正円形を呈し，直径220～361（293）｣Ｃｆ

で，その位置は同じく頭端から26.7～33.2（30.1）％で

あった．卵黄巣はよく発達し，卵巣ないしは前睾丸前縁

の高さから始まり，体両側を満たして末端に至っていた

が，卵巣の前縁よりも前方に延びることはなかった．

この成虫について種の検索を行った結果，ＥＣﾉbi"Cs‐

ｒｏｗαハoγZe'zseAsada，1926と同定した．同定に際し，

岡山大学寄生虫学教室に所蔵されるＥ・ACγZe"se，北海

道大学獣医学部より拝借した同吸虫，ならびに著者らが

イタチから採集していた同吸虫などを対比参照した．

考察

EcAil2oSto7"αACγre"ｓｅは浅田（1926）によって白鼠

を終宿主とする吸虫として報告されて以来，犬（浅田，

1927)，ＲａＺｍｓｌｚｏγUegic“（Yamaguti，1933)，イタチ

(Yamaguti，１９３９；KamiyaandIshigaki，1972）に自

然感染が見い出され，日本に比較的広く分布する吸虫で

ある．生活史の全貌は浅田（1939）によって明らかにさ

れ，第１中間宿主はモノアラガイ，ヒメモノアラガイと

され，第２中間宿主としてオタマジャクシ，イモリの幼

生，サンショウウオの幼生が記載された．ドジョウは，

Yamaguti（1958）によってＥハoγre"sどのsynonym

とされたＥ・Ｃａ"Ｗの第２中間宿主として既に報告さ

れている（小野，1930)．

本種吸虫の人体感染については最近まで知られていな

かったが，谷ら（1974）は秋田県の１農夫から11隻の鰊

口吸虫を得，Ｅ、ノカo〃e"Ｓｃに類似するが若干の点で異な

り，種の同定は保留すると述べた．著者らの人体感染実

験では２名の被験者に対して，ドジョウから分離した同

種、Ｃｌ０個を経口投与して，１６日目からそれぞれ６週

間および８週間に豆って排卵が観察された事，および同

時に感染させた仔犬のﾉ]､腸からEAoγze'２sｅの成熟虫

体を回収したことによって，Ｅ・ho7Ze"Ｓｃが容易に人体

に感染する事を明らかにすることができた．また本報で

述べた４例の人体自然感染例は，その排出虫卵の形態が

（４２）
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Ｅ・ACγZe"Ｓｃに一致し，かつ１例はアマガエル，３例は

ドジョウを生食しており，就中その２例は本実験で用い

たドジョウの購入先と同じ店でドジョウを生食してお

り，これらのことから，この４症例はいずれもＥｈｏγ‐

re"Ｓｃの寄生であったことが推定される．都会の料理店

の中にはドジョウを生きたまま飲ませる所があり，今後

食生活の多様化に伴って，とくにドジョウを感染源とす

る寄生例が増加する事も考えられる．

一般に練口吸虫科の吸虫の人体寄生による病害は，寄

生する虫体数に関係があり，少数寄生の場合は殆ど無症

状に経過する（山下，1961）とされているが，著者らの

Ｅハo〃e"seの人体感染実験においては，その感染虫数が

ごく少数(１～３隻と推定される)であったにもかかわら

ず，被験者の１名で軟便が持続し，また被験者２名とも

に腹痛のみられたことは注目すべきである．また血液学

的検査においては，感染初期の単球の増加と感染後期に

おける好酸球増多が認められた．好酸球増多は比較的高

度（最高値13％および19％）で，そのピークは被験者の

２名とも，排卵数の減少しはじめた時期に一致してい

た．このような感染末期における好酸球の増多について

は，松村(1952)，進藤(1949)などの蛆虫感染治療後に好

酸球の著明な増多が生ずるとの報告や，位坂（1959）の

実験的犬肺吸虫症において治療により好酸球増多が元進

するとの報告，PampiglioneandRicciardi（1972）に

よるＳＺγo"gyJo伽s〃此6oγ"ｉの人体感染実験でthia‐

bendazoleによる治療後に好酸球が一過』性に増加した例

などの観察例と一致する現象かもしれず，Ｅ・ノカorZe"Ｓｃ

の死滅と宿主への吸収によって好酸球の比較的高度な増

多を来たしたのではないかとも考えられ，今後さらに検

討したい．ＧＯＴ,ＧＰＴの変動については単球数の増減

と一致していたため何んらかの意味ある現象とも考えら

れるが，あくまでも正常値内の変動であるため，特に注

意を置くことはさけたい．

４例の自然感染症例における血液像は第２例を除いて

はいずれも好酸球増多が認められ，最高値は第１例で４６

％，第３例で30％，第４例で30％であった．またこれら

症例のあるものは，明らかに他疾患による自覚症状を含

んでいるが,腹痛ないし腹部不快感の一部はＥハoγze"Ｓｃ

の寄生によるものではなかったかと推察される．

本虫の形態について，諸計測値や，卵黄巣の高さ，生

殖器の形状等は諸報告者（浅田，１９３９；Yamaguti，

1933；Yamaguti，１９３９；KamiyaandIshigaki，1972）

によるＥ､ノboγ死"Ｓｃのそれとほぼ一致する結果であつ

た．頭冠歯練数については浅田（1939）は28本，稀に２７

本，２９本とし，Yamaguti（1933）は27～28本，Ｙａｍａ‐

guti（1939）は26～27本，Kamiyaandlshigaki（1972）

は26～27本と報告している．著者らの観察では26～28本

で27本のものが大多数であり，比較的変化に富むものの

ようである．また頭冠歯練の配列については従来２列と

されているが，圧平染色標本で２列の配列を観察するの

は難しく，頭部切断標本における観察でも，背側の５～

６本においてのみわずかに前後にずれて配列するのが認

められた程度である．本種の睾丸の位置は浅田（1939）

によれば，体長の２分の１境界線を中心としてその前後

に位置するとあるが，著者らの標本の観察では，後睾丸

の中心の位置は頭端から体長の44.8～52.8,平均49.4％

の距離にあり，体長の２分の１境界線上に後睾丸の乗る

ものが大多数であった．しかし浅田（1939）やKamiya

andIshigaki（1972）の論文における図を見ると，著者

らの計測と同じく後睾丸のほぼ中央を体長の２分線が通

っており，これはＥ・ｈｏ〃e"ｓｅに比較的特徴的な形質

の１つではないかと考えられた．

結語

ＥＣ/iilIosZol"α/io7ZelzseAsada，1926は人によく感染

することが明らかとなった．ドジョウからとり出した同

吸虫メタセルカリアを実験的に人に経口投与すると16日

後から虫卵陽性となった．寄生期間は８～10週であっ

た．同吸虫は仔犬にもよく感染しprepatentperiodは

12～14日と人よりやや短かった．成虫の寄生部位は十二

指腸および小腸上部であった．大阪および神戸で見出さ

れた４例の赫口吸虫感染例は，虫卵の形態，感染源など

からＥノカo〃e"Ｓｃと推定された．同吸虫感染による症

状は少数寄生の場合でも腹痛や下痢がみられ，好酸球も

著明に増加し，決して無害の寄生虫ではない．大阪の市

場に出荷されているドジョウを検査したところ17.3～

50％に同吸虫メタセルカリアが寄生しており，食生活の

外様化，とくに肉類，魚介類の生食が流行している昨

今，本吸虫の感染もまた増加するのではないかと考えら

れる．
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I Abstract j

STUDIES ON ECHINOSTOMA HORTENSE ASADA, 1926

WITH SPECIAL REFERENCE TO ITS HUMAN INFECTION

Naoki ARIZONO, Kiichi UEMOTO, Kaoru KONDO,

Kiroku MATSUNO, Yukio YOSHIDA

{Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural

University of Medicine, Kyoto, Japan)

Tosaku MAEDA, Hiroshi YOSHIDA, Kyoko MUTO

{Shin-Kori Hospital, Hirakata city, Osaka

Prefecture, Japan)

Zenei INOUE and Keiichi TAKAHASHI

(Illrd Department of Internal Medicine, Faculty of

Medicine, Kobe University, Kobe, Japan)

The human infection of Echinostoma hortense was first confirmed by four natural and

two experimental infections of men. The four patients, all males and 22 to 43 year old, living

in Osaka or Kobe Prefecture were diagnosed by the characteristic eggs found by repeated stool

examinations. The eggs were ovoidal, operculate objected, light yellowish in color, abopercular-

prominenced and measured 122-135x74-99^ in case 1, 112-140 x 71-90 p in case 2, 120-143 x

71-80 ft in case 3 and 112-140 x 65-77 fjt in case 4. The blood pictures showed eosinophilia of

40% in case 1, 30% in case 3 and 4, while case 2 was in normal range. In all of the cases

several grades of abdominal pain developed. The infections were perhaps acquired from the

consumption of raw loaches except case 1 who had not taken up the loaches but raw green-

frogs.

For human experimental infections, the metacercariae were collected from soft tissues

adjacent to gills of the loaches, Misgurnus anguillicaudatus (Cantor), which were obtained

from a restaurant where the case 3 and 4 had eaten them. Two volunteers were each orally

infected with 10 metacercariae, and one puppy with 40 metacercariae. The prepatent period

was 16 days in man, and 14 days in puppy. The eggs were observed for 6 to 8 weeks after

patency of eggs in man. The puppy was necropsied at 33 days post infection and five adult

worms of E. hortense were recovered from the upper small intestine, which evidenced the

human experimental infections were with E. hortense. Abdominal pains developed 3 or 5

weeks post infection and continued for several days. The blood pictures showed early increase

of monocytes and later increase of eosinophiles which reached maximum 13% and 19% respec

tively at 6 weeks post infection and recovered normal range at 10 weeks.
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